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加入、更新手続きの詳細は各加盟団体にお問い合せください。

http://www.jsaf .or . jp/dantai/

JSAFのメンバーになれば

一人でも多くのメンバーが登録を
JSAFからのメッセージ

　

日
頃
よ
り
セ
ー
リ
ン
グ
の
普
及
・
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
J
S
A
F
会
員
登
録
の
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。
同

じ
セ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
仲
間
と
し
て
、
ぜ
ひ
会
員
登
録
を
基

本
に
、
何
が
で
き
る
か
を
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

前
号
で
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定

の
喜
び
を
お
伝
え
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
提
唱
す

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
価
値
、
卓
越excellence

、
尊
敬respect

、
友
情

friendship

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

セ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
の
場
合
、
卓
越
と
は
、
昨
年
よ
り
今
年
、
先
月

よ
り
今
月
と
各
セ
ー
ラ
ー
の
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
の
質
を
高
め
、
競
技
中
に

し
っ
か
り
戦
え
る
こ
と
。
相
手
に
勝
つ
こ
と
だ
け
で
な
く
自
分
自
身
を
磨

く
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。

　

尊
敬
と
は
、
セ
ー
ラ
ー
同
士
が
競
技
規
則
を
守
り
競
い
合
う
な
か
で
、

互
い
に
敬
意
を
払
う
こ
と
。
さ
ら
に
は
競
技
を
さ
せ
て
も
ら
う
自
然
環
境

に
も
敬
意
を
払
う
こ
と
。

　

友
情
と
は
、
国
内
外
の
選
手
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
問
わ
ず
、
同
じ
競
技

を
楽
し
む
も
の
と
し
て
仲
間
に
な
る
こ
と
。
趣
味
で
あ
る
セ
ー
リ
ン
グ
文

化
の
絆
を
通
し
て
人
間
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
。

　

セ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
む
仲
間
た
ち
に
、
ぜ
ひ
セ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
会
員
登
録
を
お
誘
い
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
例
年
と
同
様
に
３
月
か
ら
平
成
26
年
度
に
向
け

た
会
員
登
録
が
始
ま
り
ま
す
。

■ジュニア・ユースにも届きます。
J-SAILING はジュニア・ユースメンバーが所属するおよそ 200 の団体にお届け
しています。各団体のご担当者の方々には、ジュニア・ユースセーラーのために
J-SAILING を活用されることをお勧めいたします。

■ PDF でも読めます。
JSAF ホームページの http://www.jsaf.or.jp/j-sailing/ にアクセスしてくださ
い。J-SAILINGのpdfバージョンが掲載されています。過去の記事を再読したり、
本誌が手元にない時にも PC があれば読むことができます。ご利用ください。

■メールアドレスをお知らせください。
デジタル化が進み、電子メールを使った連絡方法が一般的になっています。
JSAF もメンバー各位に様々な情報をお届けする際、メールを利用することが多
くなっています。そこで、各団体の登録業務ご担当の方々にお願いです。メンバー
の新規登録や更新登録の際には、必ずメールアドレスを併記していただけるよう
お願いいたします。

◎メンバーズカードが発行され、公式競技参加の資格が与えられます。
◎会費の一部が傷害保険の保険料に充当され、セーリングの事故に
よる死亡、後遺障害に適用されます。
◎ JSAF の会報誌「J-SAILING」が送付されます。
◎各種講習会などに参加でき、資格を取得する際の条件に適用され
ます。
◎「J-SAILING」をはじめ、所属する加盟団体からもセーリングに関
する各種行事やレース日程などの情報が提供されます。
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メ
ル
ジ
ェ
ス
24
の
今

　

メ
ル
ジ
ェ
ス
24
は
過
去
に
７
回
の
全
日
本

選
手
権
が
行
わ
れ
、
２
０
０
９
年
か
ら
〈
ス

リ
ー
ボ
ン
ド
〉
が
イ
タ
リ
ア
を
主
戦
場
と
し

て
活
動
を
開
始
し
、
11
年
世
界
選
手
権
で

は
〈
エ
ス
プ
リ
〉
が
コ
リ
ン
シ
ア
ン
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
優
勝
、
さ
ら
に
12
年
世
界
選
手
権
で

は
〈
マ
ン
マ
ユ
ー
ト
〉
が
総
合
７
位
と
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
9
年
ぶ
り
に
「Japan M

elges 
W

eek

」
と
し
て
全
日
本
も
復
活
し
て
い
ま

す
。

　

昨
今
、
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
の
世
界
で
は
ス
ピ

ン
ネ
ー
カ
ー
で
は
な
く
ジ
ェ
ネ
カ
ー
を
主
流

と
す
る
ボ
ー
ト
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
メ

ル
ジ
ェ
ス
24
は
21
年
前
か
ら
ジ
ェ
ネ
カ
ー
を

使
う
快
足
ボ
ー
ト
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い

ま
し
た
。

　

メ
ル
ジ
ェ
ス
ボ
ー
ト
に
は
ア
ウ
デ
ィ
・
メ

ル
ジ
ェ
ス
20
、
メ
ル
ジ
ェ
ス
24
、
メ
ル
ジ
ェ

ス
32
の
３
ク
ラ
ス
が
存
在
し
、
ほ
ぼ
同
じ
コ

ン
セ
プ
ト
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、
メ
ル

ジ
ェ
ス
24
だ
け
唯
一
大
き
く
違
う
点
が
あ

り
、
そ
れ
は
プ
ロ
セ
ー
ラ
ー
の
乗
員
制
限
を

設
け
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

　

14
年
世
界
選
手
権
に
は
メ
ル
ジ
ェ
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
セ
ー
ル
ボ
ー
ト
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

ハ
リ
ー
・
メ
ル
ジ
ェ
ス
、
シ
ド
ニ
ー
五
輪

４
７
０
級
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
ネ
イ
サ
ン
・

ウ
ィ
ル
モ
ッ
ト
、
13
年
モ
ス
級
ワ
ー
ル
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ボ
ラ
・
グ
ラ
リ
、
そ
の
ほ

か
ク
リ
ス・ラ
ー
ソ
ン
、
チ
ャ
ー
リ
ー・マ
ッ

キ
ー
な
ど
世
界
的
に
「
超
」
が
つ
く
プ
ロ

セ
ー
ラ
ー
が
多
数
参
加
し
ま
し
た
が
、
そ

の
プ
ロ
た
ち
が
自
由
に
ヘ
ル
ム
ス
マ
ン
と

し
て
参
加
で
き
、
ま
た
全
員
プ
ロ
で
も
構

い
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
オ
ー
プ
ン

デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
の
他
に
コ
リ
ン
シ
ア
ン
デ
ィ

ビ
ジ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
、
チ
ー
ム
全
員
が
Ｉ

Ｓ
Ａ
Ｆ
ク
ラ
シ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
グ
ル
ー

プ
１
（
セ
ー
リ
ン
グ
が
職
業
で
は
な
い
旨
の

証
明
書
を
持
つ
）
で
あ
れ
ば
こ
の
ク
ラ
ス

に
登
録
し
、
純
粋
に
ア
マ
チ
ュ
ア
セ
ー
ラ
ー

の
み
で
競
い
合
う
こ
と
の
で
き
る
シ
ス
テ

ム
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
ス
タ
ー
ト
は
一
緒
で
す
。
プ
ロ
軍

団
に
ア
マ
チ
ュ
ア
だ
け
で
ど
こ
ま
で
戦
え
る

の
か
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

前
哨
戦
の 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
選
手
権

　

２
０
１
４
年
の
世
界
選
手
権
（
1
月
20
日

～
2
月
2
日
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ジ
ー
ロ

ン
グ
）
に
〈
ス
リ
ー
ボ
ン
ド
〉（
松
永
鉄
也

ヘ
ル
ム
）
と
コ
リ
ン
シ
ア
ン
デ
ィ
ビ
ジ
ョ

ン
と
し
て
〈
エ
ス
プ
リ
〉（
長
橋
誠
ヘ
ル
ム
）

の
2
チ
ー
ム
が
参
戦
し
ま
し
た
。

　

初
の
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
の
世

界
選
手
権
開
催
。
前
述
の
プ
ロ
セ
ー
ラ
ー
陣

の
他
、
イ
タ
リ
ア
の
強
豪
チ
ー
ム
〈
ブ
ル
ー

ム
ー
ン
〉、〈
ア
ウ
デ
ィ
〉、〈
ア
ル
テ
ア
〉、

コ
リ
ン
シ
ア
ン
ク
ラ
ス
で
本
当
に
い
い
の
か

と
疑
っ
て
し
ま
う
エ
ッ
チ
ェ
ル
級
ワ
ー
ル
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
マ
イ
ル
ズ

が
ヘ
ル
ム
の
〈
ロ
ジ
ャ
ー
・
ザ
ッ
ト
〉
な
ど

計
27
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
哨
戦
と
な
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
選
手

権
で
は
、〈
ス
リ
ー
ボ
ン
ド
〉
が
ネ
イ
サ
ン・

ウ
ィ
ル
モ
ッ
ト
を
抑
え
て
総
合
５
位
と
な

り
ま
し
た
。
松
永
鉄
也
、
吉
田
雄
悟
の
オ
リ

ン
ピ
ア
ン
コ
ン
ビ
に
笹
木
哲
也
、
川
西
立
人

が
脇
を
固
め
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
来
た
ニ
コ
ラ

ス
・
ビ
ア
ン
キ
が
タ
ク
テ
ィ
シ
ャ
ン
で
ま
と

め
る
チ
ー
ム
は
さ
す
が
の
一
言
で
す
。

　

対
照
的
だ
っ
た
の
は
〈
エ
ス
プ
リ
〉。
初

日
は
〈
ス
リ
ー
ボ
ン
ド
〉
と
共
に
い
い
位
置

に
つ
け
ま
し
た
が
徐
々
に
ほ
こ
ろ
び
が
出

て
、
後
半
は
他
艇
と
の
接
触
に
よ
る
リ
タ
イ

ヤ
、
マ
ー
ク
ル
ー
ム
の
争
い
に
よ
る
審
問
と

な
る
も
失
格
し
、
総
合
11
位
に
甘
ん
じ
ま
し

た
。〈
エ
ス
プ
リ
〉
は
長
橋
誠
、
田
淵
靖
浩
、

森
田
栄
納
介
、
石
黒
建
太
郎
の
元
４
７
０

セ
ー
ラ
ー
、
Ｊ
24
ク
ラ
ス
の
強
豪
〈
月
光
〉

の
中
山
遼
平
が
乗
り
込
む
チ
ー
ム
で
す
。

待
ち
に
待
っ
た 

世
界
選
手
権
だ
っ
た
が

　

世
界
選
手
権
は
毎
日
13
時
30
分
ス
タ
ー
ト

予
定
と
大
変
遅
い
時
間
に
始
ま
り
ま
す
。
な

日本メルジェス協会サイト：http://jpmelges.com/　問い合せ先： info@jpmelges.com

2
0
1
4
年
メ
ル
ジ
ェ
ス
₂4
ク
ラ
ス
世
界
選
手
権

メ
ル
ジ
ェ
ス
24
は
今
年
で
デ
ビ
ュ
ー
21
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

国
内
で
は
お
そ
ら
く
15
艇
ほ
ど
し
か
存
在
せ
ず
、
実
際
に
乗
艇
さ
れ
た
方
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。

２
隻
の
日
本
艇
が
参
加
し
た
今
年
の
ワ
ー
ル
ド
の
様
子
と
と
も
に
同
ク
ラ
ス
の
現
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

総合 10 位となった日本艇〈スリーボンド〉

いい風に恵まれた今年の開催地オーストラリア・ジーロング。日本のように「風
が弱くてレースが消化できない！」と悩む必要は皆無だった

レ
ポ
ー
ト
／
日
本
メ
ル
ジ
ェ
ス
協
会
・
石
黒
建
太
郎

写
真
／
中
嶋
一
成
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ぜ
な
ら
遅
い
方
が
決
ま
っ
て
い
い
風
に
恵
ま

れ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
ボ
ラ
・
グ
ラ
リ
率
い
る
〈
ウ
エ

ス
ト
マ
リ
ン・リ
ギ
ン
〉、
イ
タ
リ
ア
の
〈
ア

ル
テ
ア
〉
が
登
場
と
大
会
の
レ
ベ
ル
が
ま
た

一
段
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
〈
ス
リ
ー
ボ
ン
ド
〉、〈
エ
ス
プ
リ
〉
は
と

も
に
初
日
10
位
前
後
の
順
位
と
な
り
苦
戦
し

ま
す
。
２
日
目
に
な
り
、〈
ス
リ
ー
ボ
ン
ド
〉

は
徐
々
に
復
調
気
配
を
見
せ
ま
す
が
、〈
エ

ス
プ
リ
〉
は
リ
コ
ー
ル
解
消
、
ス
タ
ー
ト
で

の
ケ
ー
ス
に
よ
る
７
２
０
度
回
転
で
さ
ら
に

調
子
を
下
げ
ま
す
。

　
３
日
目
は
〈
ス
リ
ー
ボ
ン
ド
〉
が
Ｚ
旗
掲

揚
の
ス
タ
ー
ト
で
リ
コ
ー
ル
す
る
な
ど
ど
う

し
て
も
上
位
に
浮
き
上
が
れ
ず
、〈
エ
ス
プ

リ
〉
は
第
１
上
マ
ー
ク
を
シ
ン
グ
ル
で
回
航

す
る
な
ど
い
い
と
こ
ろ
を
随
所
に
見
せ
ま
す

が
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ま
で
維
持
で
き
ず
。
４
日

目
も
両
チ
ー
ム
と
も
に
初
日
か
ら
同
じ
よ
う

な
状
況
が
続
き
、
つ
い
に
最
終
日
の
１
レ
ー

ス
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
残
り
１
レ
ー
ス
、
最
後
に
一
矢

報
い
た
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
風
弱
く
、
ス

タ
ー
ト
リ
ミ
ッ
ト
の
15
時
を
迎
え
今
大
会
が

終
了
。

　

栄
え
あ
る
優
勝
は
イ
タ
リ
ア
の
〈
ブ
ル
ー

ム
ー
ン
〉
で
01
年
に
続
き
２
回
目
の
優
勝
で

す
。
あ
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
誰
も
勝
て
な
い

の
で
は
な
い
か
？　

と
思
わ
せ
て
い
た
ハ

リ
ー
・
メ
ル
ジ
ェ
ス
率
い
る
〈
ス
タ
ー
〉
を

抑
え
切
っ
て
の
素
晴
ら
し
い
優
勝
で
し
た
。

　

日
本
チ
ー
ム
は
〈
ス
リ
ー
ボ
ン
ド
〉
が
総

合
10
位
、〈
エ
ス
プ
リ
〉
が
総
合
15
位
及
び

コ
リ
ン
シ
ア
ン
4
位
と
な
り
、
大
苦
戦
で
終

わ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
２
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ

に
事
情
が
違
い
、
一
概
に
は
な
か
な
か
言
え

ま
せ
ん
が
、
ボ
ー
ト
を
素
直
に
、
そ
し
て
気

持
ち
よ
く
走
ら
せ
る
た
め
の
ヘ
ル
ム
・
ト
リ

ム
・
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
が
噛
み
合
っ
て
い
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

根
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
高

い
技
術
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
し
て
も
、

う
ま
く
融
合
し
な
け
れ
ば
生
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
と
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
が

キ
ー
ル
ボ
ー
ト
の
難
し
さ
で
あ
り
、
ま
た
ワ

ン
デ
ザ
イ
ン
レ
ー
ス
の
難
し
さ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「Japan M
elges W

eek

」 

か
ら
世
界
へ

　

今
大
会
の
全
体
的
な
印
象
と
言
え
ば
、
ま

ず
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

日
本
の
２
チ
ー
ム
が
リ
コ
ー
ル
を
経
験
し

ま
し
た
が
、
全
レ
ー
ス
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

が
狭
い
た
め
に
ゼ
ネ
リ
コ
を
繰
り
返
し
、
毎

回
リ
コ
ー
ル
あ
り
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

次
に
13
時
30
分
第
１
レ
ー
ス
ス
タ
ー
ト
で

も
毎
日
３
レ
ー
ス
を
こ
な
せ
る
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
良
さ
、
さ
ら
に
テ
ン
ポ
よ
く
進
行

す
る
実
に
効
率
的
な
運
営
が
印
象
的
で
す
。

個
人
的
に
は
あ
ま
り
に
い
い
テ
ン
ポ
で
少
々

疲
れ
ま
し
た
が
。

　

大
会
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
メ
ル

ジ
ェ
ス
24
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
あ
る
メ
ル
ジ
ェ
ス

ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
主
催
のBBQ

パ
ー

テ
ィ
が
開
か
れ
、
ハ
リ
ー
・
メ
ル
ジ
ェ
ス
、

ネ
イ
サ
ン
・
ウ
ィ
ル
モ
ッ
ト
や
ボ
ラ
・
グ
ラ

リ
た
ち
と
肉
を
食
し
な
が
ら
ク
リ
ケ
ッ
ト
な

ど
の
ゲ
ー
ム
に
興
じ
る
、
な
ど
海
で
も
陸
で

も
皆
で
楽
し
む
メ
ル
ジ
ェ
ス
24
の
イ
ベ
ン
ト

は
最
高
の
一
言
で
す
。

　

日
本
メ
ル
ジ
ェ
ス
協
会
は
ま
だ
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
組
織
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な

「
素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
素
晴
ら
し

い
レ
ー
ス
を
し
、
仲
間
た
ち
と
夜
ま
で
楽

し
む
」
を
目
指
し
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
と

つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

11
月
に
は
逗
子
マ
リ
ー
ナ
で
「Japan 

M
elges W

eek

」
を
開
催
予
定
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
へ
の
道
が
開

け
て
い
く
こ
と
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
参
加
の
一
報
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

〈エスプリ〉は総合 15 位、コリンシアンディビジョン 4 位となった

（株）セイルス・バイ・ワッツ・ジャパン 
本社ロフト

 〒238-0233  神奈川県三浦市向ヶ崎町 8-40 
電話：046-882-5451  fax：046-882-4319 

関西営業所：（新西宮 YH） 
〒 662-0934 兵庫県西宮市西宮浜 4-14-3
電話：0798-23-6410  fax：0798-23-6420

www.wattsmarine.jp 

www.quantum-jpn.com
info@quantum-jpn.com

 ボートショー出展します。
3月6日（木）〜10日（日）

パシフィコ横浜（第１会場）
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株式会社スリーボンド	
法政大学

株式会社エス・ピー・ネットワーク	
福岡大学

東北学院大学	  
塩釜高校

チームアビーム
九州旅客鉄道株式会社	  日本経済大学

九州旅客鉄道株式会社	  
日本経済大学校

株式会社ベネッセホールディングス
立命館大学	  兵庫県立芦屋高等学校

株式会社スリーボンド	  
同志社大学

株式会社エス・ピー・ネットワーク	
日本経済大学

株式会社ベネッセホールディングス	  
関西学院大学

チームアビーム
日本経済大学　福岡第一高等学校

和歌山セーリングクラブ	 
関西学院大学

株式会社ベネッセホールディングス	  
日本大学

吉田　雄悟

八山　慎司

鈴木　梨奈

今村　公彦

外薗　潤平

吉岡　美帆

松永　鉄也

飯束　潮吹

 松下　結

土居　一斗

市野　直毅

吉田　愛

ヨシダ　ユウゴ

ハチヤマ　シンジ

スズキ　リナ

イマムラ　キミヒコ

ホカゾノ　ジュンペイ

ヨシオカ　ミホヨシダ　アイ

マツナガ　テツヤ

イイツカ　シブキ

マツシタ　ユイ

ドイ　カズト

イチノ　ナオキ

４７０級男子

４７０級男子

４７０級女子

４７０級男子

４７０級男子

４７０級女子

2014年度JSAF
ナショナルチーム選手一覧
2016 年リオデジャネイロ五輪に向けてのナショナルチームが決定した。
8 クラス 28 人の選手がオリンピック代表の座を目指してトレーニングに励む。

＊ 2014 年 2 月 1 日現在のデータ　＊データは選手名、所属、出身校の順
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株式会社豊田自動織機	  
長崎大学

チームアビーム　アビームコンサルティン
グ株式会社	  日本経済大学

立命館大学	  
滋賀県立栗東高等学校

ビワコマリンスポーツクラブ有限会社	
同志社大学

トヨタ自動車東日本株式会社	  
関東学院大学

佐賀県ヨット連盟	  
佐賀県立唐津西高等学校

ー日本女子大学

TEARS	
 桜美林大学

株式会社豊田自動織機	  
日本経済大学

慶應義塾大学	  
山手学院高校

トヨタ自動車東日本株式会社	  
関東学院大学

ジェイ・ウィル・パートナーズ	  
関東学院大学

トヨタ自動車東日本株式会社	  
立命館大学

京都府教育委員会	  
国立大学法人鹿屋体育大学

株式会社豊田自動織機	
 琉球大学

株式会社ミキハウス	  
明治大学

大熊　典子

田畑　和歌子

板庇 雄馬

伊勢田 愛

高橋　賢次

南里　研二

富部　柚三子

大西富士子

波多江　慶

土居　愛実

富澤 慎

小嶺 恵美

牧野　幸雄

安田　真之助

蛭田　香名子

須長 由季

オオクマ　ノリコ

タバタ　ワカコ

イタビサシ　ユウマ

イセダ　メグミ

タカハシ　ケンジ

ナンリ　ケンジ

トンベ　ユミコ

オオニシ　フジコ

ハタエ　チカ

ドイ　マナミ

トミザワ　マコト

コミネ　メグミ

マキノ　ユキオ

ヤスダ　シンノスケ

ヒルタ　カナコ

スナガ　ユキ

４９erFX級	

レーザーラジアル級レーザーラジアル級

 RS:X級男子 RS:X級男子

４９er級

レーザー級レーザー級

レーザーラジアル級レーザーラジアル級

RS:X級女子RS:X級女子 RS:X級女子RS:X級女子



8J-SAILING VOL.105

開
催
の
経
緯

　

本
会
議
の
開
催
の
経
緯
を
「
開
催
案
内
」

か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
『
日
本
外
洋
帆
走
協
会
（
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
） 

時
代

は
各
地
の
支
部
は
あ
く
ま
で
も
支
部
で
、
全

国
組
織
は
ひ
と
つ
の
団
体
で
し
た
。
よ
っ
て

全
国
統
一
的
な
規
則
や
規
定
の
運
用
は
容
易

で
し
た
。
し
か
し
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
へ
の
統
合
後
、

各
地
の
支
部
は
そ
れ
ぞ
れ
加
盟
団
体
と
い
う

独
立
し
た
団
体
と
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ

の
加
盟
団
体
と
い
う
共
通
点
は
あ
り
ま
す
が
、

個
々
の
加
盟
団
体
は
組
織
の
上
で
は
無
関
係

の
団
体
と
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
全
国
の

外
洋
系
加
盟
団
体
が
集
う
公
式
な
会
議
は

J
S
A
F
に
は
存
在
せ
ず
、
外
洋
系
加
盟
団

体
を
横
に
貫
く
よ
う
な
会
議
は
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の

各
委
員
会
に
し
か
存
在
し
な
い
の
が
現
実
で

す
。

　

委
員
会
ご
と
の
会
議
を
開
催
し
て
は
い
ま

し
た
が
、
全
て
の
委
員
会
に
出
席
す
る
た
め

に
何
度
も
出
張
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
大
変
に
不

効
率
で
、
そ
の
た
め
か
各
委
員
会
の
出
席
率

も
低
い
こ
と
が
続
く
よ
う
に
な
り
、
規
則
や

規
定
の
運
用
の
全
国
的
な
周
知
が
行
き
渡
ら

な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
を
打
破
し
、
全
て
の
外

洋
加
盟
団
体
お
よ
び
特
別
加
盟
団
体
が
全
国

統
一
的
な
規
則
や
規
定
の
運
用
を
行
う
た
め

に
、
２
０
０
９
年
度
に
外
洋
計
測
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、
外
洋
系
委
員
会
の
合
同
会
議

が
始
ま
り
ま
し
た
。』

密
度
の
高
い
2
日
間

　

右
記
の
よ
う
な
経
過
で
始
ま
っ
た
本
会
議

で
す
が
、
そ
の
目
的
は
「
公
平
感
の
あ
る
円

滑
な
レ
ー
ス
運
営
」
を
目
指
す
こ
と
に
あ
り
、

そ
の
た
め
の
「
各
種
規
則
や
規
定
の
解
釈
、

統
一
さ
れ
た
見
解
等
に
つ
い
て
の
説
明
」
と

「
加
盟
団
体
・
特
別
加
盟
団
体
の
役
割
の
説
明
」

が
会
議
の
内
容
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
参
加
者
は
レ
ー
ス
開
催
に
必
要
な
情

報
を
持
ち
帰
り
、
加
盟
団
体
メ
ン
バ
ー
に
適

切
に
告
知
し
、
主
催
者
も
参
加
者
も
納
得
で

き
る
レ
ー
ス
運
営
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
全
国
の
外
洋
系
加
盟
団
体
が
一
堂
に

会
す
る
貴
重
な
場
な
の
で
、
各
地
の
現
状
報

告
や
セ
ー
リ
ン
グ
界
の
将
来
像
を
検
討
す
る

時
間
を
持
て
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
会
議
終

盤
で
東
海
ミ
ド
ル
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ
会
長
の
中

村
孝
さ
ん
、︿
ベ
ン
ガ
ル
７
〉
チ
ー
ム
の
原
健

さ
ん
に
よ
る
講
演
も
あ
り
、
密
度
の
高
い
２

日
間
と
な
り
ま
し
た
。◎

　

今
回
の
会
議
の
会
場
は
、
南
北
海
道
外
洋

帆
走
協
会
の
尽
力
で
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
来
年
の
開
催
地
は
長
崎
市
に

決
ま
り
、
会
場
の
設
営
は
長
崎
県
セ
ー
リ
ン

グ
連
盟
外
洋
部
会
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
全
国
各
地
を
巡
り
開
催
さ

れ
る
の
も
本
会
議
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。
過

去
、
神
奈
川
県
三
浦
、
鹿
児
島
、
仙
台
、
沖

縄
と
経
巡
っ
て
お
り
、
日
頃
会
議
の
行
わ
れ

る
機
会
の
多
い
東
京
で
開
催
す
る
の
で
は
な

く
、
様
々
な
水
域
を
訪
ね
各
地
の
状
況
を
ナ

マ
で
見
る
の
も
有
意
義
で
す
。
今
回
、
本
会

議
の
後
に
南
北
海
道
の
メ
ン
バ
ー
を
対
象
に

大
坪
外
洋
安
全
委
員
長
に
よ
る
安
全
講
習
会

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
場
所
と

時
と
人
を
得
れ
ば
、
こ
の
会
議
の
有
効
活
用

は
も
っ
と
広
が
る
は
ず
で
す
。

　

植
松
眞
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
副
会
長
は
、「
２
日
間
に

集
中
し
て
、
一
カ
所
で
様
々
な
情
報
が
交
換

で
き
る
こ
の
会
議
は
非
常
に
有
意
義
で
、
効

率
的
で
し
た
。
主
要
な
関
係
者
が
集
ま
る
の

で
空
き
時
間
に
様
々
な
打
ち
合
わ
せ
が
で
き

る
し
、
新
た
な
人
脈
も
築
け
、
旧
交
も
あ
た

た
め
ら
れ
る
。
来
年
は
長
崎
開
催
と
の
こ
と

で
今
か
ら
楽
し
み
で
す
」
と
初
参
加
の
感
想

を
語
り
ま
し
た
が
、
将
来
的
に
は
こ
の
会
議
、

同
時
に
い
く
つ
か
の
会
議
が
進
行
し
、
様
々

な
事
柄
が
並
行
し
て
議
論
さ
れ
る
、
日
本
版

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
年
次
総
会
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と

に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２月１日、２日、外洋合同委員会会議が
函館市で行われました。
本会議は、ＪＳＡＦ外洋関係の
各団体の情報交換の場として
年に１度開催されており、
今年は 28 団体 62 人が参加しました。

オフショア情報共有の場として
密度ある2日間

会議は各委員会の事業報告から始まりました。レース委員会外洋小委員会の三浦信郎次期委員長はレース
公示のひな型を作ろうとしていること、またＲＲＳ 55 の扱いなど最新の話題に触れて報告を進めました

会場に貼られたベテランからの
メッセージ。どの委員会も若い
パワーと女性の力を必要として
いるのです

会議参加者とゲストが入りまじってのパーティは情報交換と親睦で大いに盛り上がりました

これだけのメンバーが集まると進行も大変。２日目に行われた加盟団体、特別加盟団
体の報告では持ち時間５分を使い、各団体の報告が次々と行われました
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自
然
に
対
峙
し
、
自
ら
に
向
き
合
う

　

す
で
に
ご
存
知
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
2
0
1
3
年
11
月
中
旬
に
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

中
の
艇
か
ら
落
水
者
が
発
生
し
、
未
だ
行
方
不

明
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
5
月
か
ら
一
年
半

の
間
に
、
落
水
事
故
か
ら
死
亡
ま
た
は
行
方
不

明
に
至
る
重
大
事
故
が
4
件
（
J
S
A
F 

登
録

艇
・
ク
ル
ー
ザ
ー
の
み
）
に
上
り
ま
す
。

　

悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
、全
て
の
セ
ー
ラ
ー

が
各
々
の
セ
ー
リ
ン
グ
に
対
し
て
の
取
り
組
み

を
改
め
て
見
つ
め
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

4 

件
の
事
故
の
概
要

① 

通
常
航
行
中
（
沖
縄

—

東
海
レ
ー
ス
リ
タ

イ
ヤ
後
）
に
乗
員
が
落
水
、
死
亡
。（
2
0
1
2 

年
5
月
）

② 

通
常
航
行
中
（
ア
リ
ラ
ン
レ
ー
ス
参
加
の
た

め
回
航
中
）に
乗
員
が
落
水
、死
亡
。（
2
0
1
3 

年
5
月
）

③ 

レ
ー
ス
中
（
イ
ン
シ
ョ
ア
・
東
京
湾
）
に
他

艇
と
の
衝
突
が
原
因
で
乗
員
が
落
水
、
死
亡
。

（
2
0
1
3 

年
10
月
）

④ 

通
常
航
行
中
（
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
中
）
に
乗
員

が
落
水
、
行
方
不
明
。（
2
0
1
3 

年
11
月
）

重
大
事
故
防
止
＝
落
水
し
な
い
こ
と

　

ヨ
ッ
ト
で
の
死
亡
事
故
は
、
落
水
か
ら
し
か

起
き
え
な
い
と
言
い
切
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
来
の
落
水
事
故
の
度
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
や
落
水
救
助
方
法
な
ど
が
話
題
の
中
心

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
は
落
水
後
の
最
後

の
手
段
で
あ
り
「
落
水
し
な
い
こ
と
」
が
死
亡

事
故
の
最
重
要
防
止
策
で
す
。

落
水
し
な
い
た
め
の
取
り
組
み

　

落
水
防
止
の
た
め
の
艇
上
で
の
セ
オ
リ
ー
や

テ
ク
ニ
ッ
ク
（
例
え
ば
風
上
舷
を
通
る
と
か
、

ま
め
に
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
）
は
様
々
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
さ
え
行
え
ば
大
丈
夫
と
い
っ
た
魔

法
の
方
法
論
は
な
く
、
基
本
に
忠
実
で
あ
る
こ

と
に
つ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
艇
上
で
の
行
為
の
優
先
順
位
は
状
況

に
よ
っ
て
細
か
く
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
今
回

は
セ
オ
リ
ー
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
話
で
は
な
く
、

セ
ー
リ
ン
グ
に
対
す
る
姿
勢
に
お
い
て
改
め
て

考
え
て
ほ
し
い
2
点
を
記
述
し
ま
す
。

そ
の
1　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　

セ
ー
リ
ン
グ
の
装
備
や
備
品
は
、
近
年
そ
の

素
材
も
機
能
も
著
し
く
進
化
し
て
い
ま
す
。
道

具
は
進
化
し
て
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
身

の
セ
ー
リ
ン
グ
ス
キ
ル
を
恒
常
的
に
進
化
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
か
？

　

落
水
事
故
を
含
め
様
々
な
海
難
事
故
に
対
す

る
防
止
の
最
初
の
一
歩
は
、
セ
ー
リ
ン
グ
ス
キ

ル
の
向
上
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
速
く
帆
走
す

る
、
ど
ん
な
天
候
で
も
帆
走
で
き
る
と
い
っ
た

帆
走
技
術
。
天
候
を
読
み
取
り
天
候
を
予
測
す

る
技
術
。
艇
の
装
備
や
備
品
を
使
い
こ
な
す
技

術
な
ど
、
セ
ー
リ
ン
グ
ス
キ
ル
の
向
上
を
常
に

図
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

万
が
一
の
た
め
の
落
水
救
助
訓
練
も
重
要
で

す
が
、
万
が
一
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
「
セ
ー

リ
ン
グ
ス
キ
ル
の
向
上
＝
ヨ
ッ
ト
が
う
ま
く
な

る
」
こ
と
こ
そ
、
事
故
防
止
の
最
初
の
一
歩
で

あ
り
、
か
つ
最
大
の
要
素
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

そ
の
2　

自
ら
に
向
き
合
う

　

セ
ー
リ
ン
グ
の
根
本
は
（
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で

あ
れ
レ
ー
ス
で
あ
れ
）、
他
艇
や
他
人
と
の
競
争

で
は
な
く
、
自
然
と
対
峙
す
る
こ
と
で
す
。

　

自
然
と
の
対
峙
、
そ
れ
は
自
ず
と
自
分
自
身

と
の
戦
い
で
も
あ
り
ま
す
。
自
身
あ
る
い
は
自

艇
（
チ
ー
ム
）
の
ス
キ
ル
と
航
行
プ
ラ
ン
を
冷

静
に
推
し
量
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
出
航
に
あ

た
り
、
人
数
が
少
な
い
、
あ
る
い
は
せ
っ
か
く

ハ
ー
バ
ー
に
来
た
の
だ
か
ら
と
無
理
に
乗
艇
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

悪
天
候
だ
け
ど
、
他
艇
が
参
加
し
て
い
る
か

ら
自
艇
も
平
気
だ
と
い
う
判
断
を
し
て
い
ま
せ

ん
か
？　

時
に
は
、
出
航
の
取
り
止
め
や
航
行

プ
ラ
ン
の
変
更
な
ど
の
勇
気
あ
る
判
断
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
長
年
ヨ
ッ
ト
や
っ
て
い
る
経
験
者
は

知
識
と
体
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
推
し
量
れ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
？　

若
い
頃
に
は
で
き
た
こ
と
も
、

加
齢
に
伴
う
体
力
低
下
に
よ
り
思
う
よ
う
に
体

が
動
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
悪

天
候
な
ど
に
よ
る
体
力
低
下
は
、
冷
静
な
判
断

を
妨
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

セ
ー
リ
ン
グ
は
、「
自
分
に
真
摯
に
向
き
合
う
」

必
要
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

自
分
を
守
る
の
は
自
分
で
し
か
な
い

　

4
件
の
落
水
事
故
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る

点
は
、落
水
者
も
同
乗
者
も
ベ
テ
ラ
ン
セ
ー
ラ
ー

で
あ
る
こ
と
で
す
。
自
然
は
初
心
者
に
も
ベ
テ

ラ
ン
に
も
、
誰
に
対
し
て
も
平
等
で
す
。

　

セ
ー
リ
ン
グ
ス
キ
ル
の
向
上
は
尽
き
る
こ
と

な
く
、
初
心
者
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

長
年
の
経
験
者
で
あ
っ
て
も
絶
え
ず
情
報
収
集

し
、
訓
練
し
、
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
し
て
、
慣
れ
か
ら
く
る
油
断
に

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

海
原
で
は
、
法
律
も
ル
ー
ル
も
乗
員
や
艇
を

守
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
乗
員
や
艇
を
守
っ
て
く

れ
る
の
は
、
自
分
自
身
と
同
乗
の
乗
員
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
な
航
行
に
は
、
事
前
の
充

分
な
準
備
（
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
）
と
無

理
の
な
い
航
行
プ
ラ
ン
の
策
定
が
重
要
な
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

セ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
む
た
め
に

　

ど
ん
な
セ
ー
リ
ン
グ
に
も
困
難
や
危
険
が
伴

い
ま
す
。
困
難
や
危
険
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
冒

険
心
が
く
す
ぐ
ら
れ
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い

く
醍
醐
味
が
あ
り
ま
す
。
日
常
的
な
デ
イ
セ
ー

リ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
危
険
が
伴
っ
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
危
険
を
恐
れ
て
挑
戦
す
る
こ
と
を

や
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、無
事
に
帰
っ

て
く
る
こ
と
が
冒
険
の
基
本
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
基
本
が
守
ら
れ
て
初
め
て
セ
ー
リ
ン
グ
は

楽
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

最
後
に

　

本
稿
は
通
達
や
指
導
と
い
っ
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
こ
に
書
い
て
あ
る
こ
と

は
特
に
目
新
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す

べ
て
の
セ
ー
ラ
ー
が
、
自
身
の
セ
ー
リ
ン
グ
に

対
す
る
姿
勢
を
今
一
度
真
摯
に
考
え
て
い
た
だ

き
、
再
び
悲
し
い
事
故
が
発
生
し
な
い
た
め
、

そ
し
て
私
自
身
へ
の
戒
め
の
た
め
に
筆
を
と
っ

た
次
第
で
す
。（
大
坪
明
／
J
S
A
F
外
洋
安

全
委
員
会
委
員
長
）

「ヒヤリ、ハッと！　体験募集」
　JSAF 外洋安全委員会は、安全航行の参考書
とすべく、セーラーの体験を取りまとめた「安
全航行アーカイブ（書庫）」を作成・公開するこ

ととしました。
　過去に経験した事故あるいは事故寸前になった

ことなどの「ヒヤリ、ハッと！体験」、また、私はレー
ス前やクルージング前にはいつもこういう準備をしているなどの「安
全対策談」など、皆さんの経験をひとまとめにして公開することで、「安
全航行の参考書」としたいと考えています。
　この「安全航行アーカイブ（書庫）」を意味あるものにするためには、
多くの体験談が必要となります。
　皆さんの体験談を外洋安全委員会にお寄せいただくよう、ご協力を
お願いいたします。
　なお、この募集は通年で永続的に行っていきます。体験談が寄せら
れ次第、アップデートしていく予定です。
　詳しくは http://www.jsaf-anzen.jp/ をご覧下さい。
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―
―
「
選
手
団
誘
致
」
は
地
元
紙
の
記
事
に

も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
の
き
っ

か
け
は
？

● 

稲
葉
市
長
（
以
下
市
長
）
― 

２
０
２
０
年

に
向
け
て
日
本
の
人
々
の
目
は
東
京
へ
向
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、東
京
だ
け
で
は
な
く
て
、

日
本
全
体
と
し
て
こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
全
国
の
人
た

ち
は
持
っ
て
い
る
は
ず
。
と
こ
ろ
が
、
地
方

と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
る
か
、
そ
の
き
っ

か
け
を
見
出
し
に
く
い
。
こ
れ
は
全
国
の
ど

の
都
市
の
首
長
さ
ん
も
感
じ
て
い
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
蒲
郡
市
も
、
２
０
２
０
年
に

日
本
へ
や
っ
て
く
る
人
た
ち
に
ど
う
す
れ
ば

こ
こ
へ
足
を
伸
ば
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
、

あ
と
６
年
し
か
な
い
中
で
何
が
で
き
る
か
を

考
え
た
の
で
す
。

　

一
方
、当
市
は「
海
の
ま
ち
蒲
郡
」が
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
。
海
と
い
う
素
晴
ら
し
い
資
産

が
あ
る
わ
け
で
、
こ
れ
を
利
用
し
な
い
手
は

な
い
。
市
内
に
は
海
陽
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
、

ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
が
あ
る
し
、
お
隣
に
は
日
産

マ
リ
ー
ナ
東
海
、
出
光
マ
リ
ー
ナ
な
ど
三
河

湾
に
は
素
晴
ら
し
い
マ
リ
ー
ナ
や
ハ
ー
バ
ー

が
い
く
つ
も
あ
る
ん
で
す
か
ら
。

―
― 

セ
ー
ラ
ー
で
あ
る
市
長
な
ら
で
は
の
発

想
で
す
ね
。「
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
強
化
合
宿

地
」
と
し
て
手
を
挙
げ
ら
れ
た
の
も
ユ
ニ
ー

ク
で
す
し
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
を
通
し
て
宣
言
さ
れ

た
こ
と
も
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。

● 

市
長 

― 

私
は
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
メ
ン
バ
ー
で

す
か
ら
、
こ
れ
が
一
番
の
近
道
だ
っ
た
ん
で

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

海
を
通
し
て
関
わ
り
た
い
と
考
え
た
と
き
、

市
の
ス
タ
ッ
フ
や
周
囲
は
愛
知
県
に
何
か
を

頼
め
な
い
か
と
い
う
発
想
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

競
技
団
体
が
運
営
す
る
要
素
が
高
い
。
行
政

を
通
し
て
何
か
を
働
き
か
け
る
の
で
は
な
く
、

現
場
に
直
結
す
る
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
を
通
じ
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
方
が
声
が
届
き
や
す
い
と
考
え

た
ん
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
今
回
の
宣
言
以

来
、
地
元
の
セ
ー
ラ
ー
た
ち
か
ら
も
応
援
す

る
と
言
わ
れ
ま
す
し
、
皆
さ
ん
乗
り
気
に
な
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

―
―
「
強
化
合
宿
地
と
し
て
選
手
団
の
誘
致
」

と
い
う
の
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
事
前
合
宿
地
の
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
し
ょ

う
か
？

● 
市
長 

―　

そ
の
通
り
で
す
。
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の

方
々
が
海
外
遠
征
を
さ
れ
る
と
き
、
監
督
や

コ
ー
チ
、
あ
る
い
は
選
手
が
地
元
セ
ー
ラ
ー

と
話
し
て
「
ガ
マ
ゴ
オ
リ
」
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。「
東
京
の
準
備
状

況
は
ど
う
な
ん
だ
い
」
と
い
っ
た
話
が
出
た

と
き
、「
東
京
の
新
し
い
マ
リ
ー
ナ
は
ま
だ
で

き
て
い
な
い
が
、
心
配
す
る
な
、
日
本
に
は

ガ
マ
ゴ
オ
リ
が
あ
る
」
と
言
っ
て
ほ
し
い
ん

で
す
。

　

新
幹
線
の
ひ
か
り
で
東
京
か
ら
お
よ
そ
１

時
間
半
、
東
京
か
ら
来
る
と
新
横
浜
の
次
の

駅
が
豊
橋
で
す
。
中
部
国
際
空
港
に
も
近
く
、

日
本
列
島
の
真
ん
中
に
位
置
し
、
内
海
な
の

で
東
京
湾
と
海
況
が
似
て
い
る
。
そ
し
て
何

よ
り
も
観
光
地
だ
か
ら
宿
泊
施
設
は
豊
富
。

ま
た
、
蒲
郡
市
に
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ポ
ン

ツ
ー
ン「
ま
ん
ぼ
う
」が
あ
り
、身
障
者
の
方
々

の
セ
ー
リ
ン
グ
に
も
お
役
に
立
て
ま
す
。
全

国
で
唯
一
の
施
設
で
、
ペ
キ
ン
、
ロ
ン
ド
ン

の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
強
化
合
宿
に
も

使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
一
般
の
マ
リ
ー

ナ
施
設
も
充
実
し
て
い
る
し
、
セ
ー
リ
ン
グ

に
精
通
し
た
優
秀
な
レ
ー
ス
運
営
ス
タ
ッ
フ

も
こ
の
地
域
に
は
豊
富
。
こ
ん
な
に
売
り
込

み
や
す
い
都
市
は
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。

―
― 

海
外
か
ら
や
っ
て
く
る
セ
ー
ラ
ー
に
対

し
、
行
政
と
し
て
具
体
的
な
支
援
策
は
あ
る

ん
で
し
ょ
う
か
。

● 

市
長 

― 

蒲
郡
市
観
光
協
会
に
※

Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
助
成
宿
泊
制
度
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
30
人
以
上
の
団
体
客
に
対
し
て
、

稲葉正吉蒲郡市長は、ＪＳＡＦの新年会において
2020 東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて、

「蒲郡市はセーリング競技の強化合宿地として選手団の誘致をします」
と発表した。その詳細を伺った。

参考：MICE は会議（Meeting）、企業等の行う報奨・
研修旅行（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会
等が行う国際会議（Convention）、展示会・見本市、
イベント（Exhibition/Event）の頭文字。多くの集客
交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称。

選
手
団
の
誘
致
は

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る

重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

中部水域のディンギーのメッカ　海陽ヨットハーバー蒲郡市のバリアフリーポンツーン「まんぼう」
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参
加
者
１
人
に
つ
き
規
定
額
を
助
成
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
上
限
額
が
決
ま
っ
て
お
り
、

市
の
観
光
協
会
に
加
盟
す
る
宿
泊
施
設
に
宿

泊
す
る
こ
と
な
ど
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り

ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
、
愛
知
県

内
で
の
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
、
社
内
会
議
が
対

象
で
、
こ
れ
を
海
外
か
ら
の
遠
征
チ
ー
ム
に

適
用
で
き
る
よ
う
に
、
制
度
を
整
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
国
内
の
方
々
の
た

め
に
整
備
し
た
施
策
な
の
で
、
今
回
の
話
か

ら
は
外
れ
ま
す
が
、
日
本
の
セ
ー
ラ
ー
の
方
々

も
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
― 

さ
て
、
愛
知
大
学
ヨ
ッ
ト
部
の
ご
出
身

で
す
が
、
今
で
も
セ
ー
リ
ン
グ
は
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
か
？

● 

市
長 

― 

ラ
グ
ナ
マ
リ
ー
ナ
に
31‌

ft
艇
を

置
い
て
い
ま
す
が
、
年
に
３
、４
日
し
か
乗
艇

で
き
ま
せ
ん
。
ヨ
ッ
ト
を
始
め
た
の
は
大
学

か
ら
で
す
。
自
宅
が
三
河
三
谷
に
あ
り
、
海

が
近
か
っ
た
こ
と
、
大
学
か
ら
始
め
て
も
正

選
手
に
な
れ
る
競
技
と
い
う
こ
と
で
ヨ
ッ
ト

を
選
び
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
全
日
本
イ
ン
カ
レ
に
も
参
加
で

き
、
そ
の
後
に
市
役
所
へ
入
っ
て
か
ら
は
団

塊
の
世
代
の
諸
先
輩
セ
ー
ラ
ー
た
ち
と
、
他

の
自
治
体
の
セ
ー
ラ
ー
た
ち
で
自
治
体
ヨ
ッ

ト
部
を
作
ろ
う
と
奔
走
し
、
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
愛
知
国
体
開
催
の
準
備
が
始
ま
る
こ

ろ
に
県
連
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
お
手
伝
い
す

る
よ
う
に
な
り
、
A
級
ジ
ャ
ッ
ジ
を
と
っ
た

こ
ろ
蒲
郡
に
ニ
ッ
ポ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
ん
で
す
。
こ

ち
ら
の
方
も
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
て
セ
ー
リ

ン
グ
関
係
の
つ
な
が
り
が
グ
ッ
と
増
え
、
国

体
が
具
体
的
に
な
る
こ
ろ
に
は
準
備
委
員
会

の
主
査
と
し
て
動
き
ま
し
た
。
必
死
で
働
き

ま
し
た
ね
。
日
本
に
は
多
く
の
首
長
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
多
分
、
も
っ
と
も

セ
ー
リ
ン
グ
界
を
お
手
伝
い
し
た
首
長
の
１

人
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。

―
― 

地
元
紙
に
執
筆
さ
れ
た
連
載
コ
ラ
ム

で
、
ヨ
ッ
ト
や
海
と
い
う
言
葉
が
出
て
こ
な

い
の
は
１
回
だ
け
と
い
う
徹
底
ぶ
り
で
し
た
。

そ
の
コ
ラ
ム
に
「（
こ
ん
な
も
の
か
な
と
い
う
）

ヨ
ッ
ト
の
い
い
加
減
さ
が
た
ま
ら
な
く
好
き
」

と
書
い
て
い
ま
す
。

● 

市
長 

― 

人
生
も
そ
う
な
ん
だ
と
思
い
ま

す
が
、
こ
ん
な
も
ん
だ
な
と
い
う
加
減
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
感
覚
的
な
と
こ
ろ

が
好
き
な
ん
で
す
。
数
字
で
表
わ
せ
な
い
部

分
、
セ
ン
ス
な
り
勘
が
大
切
に
な
る
と
こ
ろ
。

だ
っ
て
風
に
は
色
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

そ
れ
を
捉
え
ら
れ
る
感
覚
が
求
め
ら
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
が
セ
ー
リ
ン
グ
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
２
０
２
０
年
の
そ
の
先
に
は
何
が
見
え

ま
す
か
？

● 

市
長 

― 

こ
こ
ま
で
、
セ
ー
リ
ン
グ
界
に

お
世
話
に
な
っ
て
き
て
、
実
現
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
ジ
ュ
ニ
ア
セ
ー
ラ
ー
の
養
成
の
お

手
伝
い
が
あ
り
ま
す
。

　

ニ
ッ
ポ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

ン
で
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
て
O
P
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
は
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
今
一
つ
人
気
が
な
か
っ
た
。

　

な
ぜ
か
な
と
考
え
た
と
き
、
蒲
郡
は
海
が

身
近
す
ぎ
て
、
セ
ー
リ
ン
グ
に
気
持
ち
が
集

ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
魚
が

釣
れ
て
、
海
で
遊
べ
て
、
何
で
ヨ
ッ
ト
な
の

と
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
ジ
ュ
ニ
ア
た
ち
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
セ
ー
リ
ン
グ

競
技
を
通
じ
て
も
っ
と
海
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
で
は
な
く
、
未
来
の
た

め
の
回
航
マ
ー
ク
と
し
た
い
の
で
す
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
セ
ー
ラ
ー
に
は
そ
の
先
の
未
来

が
待
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
豊
か

な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
今
回
の
「
強
化

合
宿
地
と
し
て
選
手
団
誘
致
」
は
子
ど
も
た

ち
に
対
す
る
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
の
で
す
。

ぜ
ひ
と
も
実
現
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

中部地区最大級規模のラグナマリーナ



JSAF 環境委員会は「残したいのはきれいな海」をスローガンに
「環境コンテスト」を実施しました。
その結果、２つのアイデアが採択されました。前号に続き２つめの採択案をご紹介します。

JSAF 環境コンテスト2013
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採択案 第２弾発表
JSAF 環境委員会は「残したいのはきれいな海」をスローガンに

「環境コンテスト」を実施しました。
その結果、２つのアイデアが採択されました。前号に続き２つめの採択案をご紹介します。

コ
ン
テ
ス
ト
の
趣
旨

　

2
0
1
3
年
は
４
年
に
一
度
の
セ
ー
リ
ン

グ
競
技
規
定
改
定
の
年
で
し
た
。
そ
の
改
定
で

は
基
本
原
則
の
中
に
「
環
境
責
任
」
が
新
設
さ

れ
、
環
境
へ
の
意
識
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
応
募
者
自
ら
に
環
境
保
全
、
啓
蒙
の

た
め
に
何
を
し
た
ら
い
い
か
を
考
え
て
い
た
だ

き
、
優
秀
な
案
に
対
し
て
10
万
円
を
提
供
し
、

そ
の
実
現
を
後
押
し
し
よ
う
と
い
う
試
み
が

「
環
境
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
の
で
す
。

　

10
万
円
と
い
う
予
算
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
の

身
の
回
り
で
で
き
る
こ
と
か
ら
意
識
を
変
え
る

こ
と
で
、
改
善
で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
機
会
に
環
境
に
対
し
考

え
を
深
め
、
自
分
た
ち
は
今
何
を
す
べ
き
か
を

考
え
る
こ
と
が
開
催
の
目
的
の
１
つ
で
も
あ
り

ま
す
。
６
年
後
に
は
東
京
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

や
っ
て
き
ま
す
。
少
し
で
も
き
れ
い
な
海
で
海

外
か
ら
の
セ
ー
ラ
ー
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
応
募
数
は
21
件
で
し
た
。
そ

の
中
か
ら
前
号
で
紹
介
し
た
「
ス
ト
ッ
プ
！　

ア
イ
ド
リ
ン
グ　

残
し
た
い
の
は
き
れ
い
な

海
」（
江
の
島
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
部
会 

J
S
A
F 

環
境
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
3 

チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
と
左
記
の
２
つ
目
の

案
を
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
理
事
の
代
表
、
お
よ
び
環
境
委

員
会
の
審
査
で
採
択
し
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ー
ル
を
活
用
し
た 

リ
ユ
ー
ス
（
応
募
団
体
：N

F Friends

）

　

N
F Friends 

は
セ
ー
リ
ン
グ
の
み
な
ら

ず
、
ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
を
愛
す
る
グ
ル
ー
プ
で

す
。

　

ヨ
ッ
ト
の
セ
ー
ル
を
廃
棄
す
る
に
は
費
用
が

か
か
り
、
ゴ
ミ
が
増
え
る
と
二
酸
化
炭
素
の
排

出
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
当
然
な
が
ら
環
境
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
地
道
な
活
動
で
は
あ

り
ま
す
が
、
少
し
で
も
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ

と
で
環
境
保
全
に
役
立
つ
こ
と
は
な
い
か
考
え

た
結
果
、「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ー
ル
を
活
用
し
た

リ
ユ
ー
ス
」
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

① 

ま
ず
、
セ
ー
ル
の
状
態
が
比
較
的
よ
い
場

合
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
セ
ー
ル
と
し
て
と

し
て
再
び
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
を
検
討
。

様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
、
他
に
使
え
る

艇
は
な
い
か
、セ
ー
ル
の
橋
渡
し
を
試
み
ま
す
。

② 

ど
う
し
て
も
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
、

そ
の
大
き
さ
、
素
材
、
形
状
に
よ
り
再
活
用
の

方
法
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
セ
ー
ル
の
素
材
は

硬
い
た
め
、
再
加
工
し
よ
う
と
し
て
も
家
庭
用

の
ミ
シ
ン
で
縫
う
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
様
々
な
ミ
シ
ン
を
比
較
し
、
検
討
し
た

結
果
、
新
品
で
は
な
く
中
古
の
鋳
物
の
職
業
用

ミ
シ
ン
を
購
入
、
そ
れ
を
修
理
し
て
再
利
用
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

③ 

古
い
セ
ー
ル
を
活
用
し
た
バ
ッ
グ
を
作
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
増
え
て
き
た
よ
う
で

す
。
そ
こ
で
、
バ
ッ
グ
の
み
な
ら
ず
、
帽
子
、

風
呂
敷
な
ど
様
々
な
モ
ノ
を
作
っ
て
み
ま
し

た
。セ
ー
ル
の
中
の
バ
テ
ン
も
活
用
し
ま
し
た
。

④ 

エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
２
℃
変
え
る
と

二
酸
化
炭
素
発
生
量
が
１
日
で
約
90ｇ
変
わ
り

ま
す
。
エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
時
間
が
1
時
間

短
く
な
る
と
、
1
日
で
約
30
g
の
二
酸
化
炭

素
の
発
生
量
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
使
い
古
し
た
セ
ー
ル
で
日
除
け

を
作
り
ま
し
た
。
一
方
、
買
い
物
の
際
に
レ
ジ

袋
を
も
ら
わ
な
い
と
２
袋
で
約
40ｇ
の
二
酸
化

炭
素
の
発
生
量
を
減
少
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

同
様
に
古
い
セ
ー
ル
で
マ
イ
バ
ッ
グ
を
制
作
し

ま
し
た
。

＊

　

バ
ッ
グ
、
風
呂
敷
、
巾
着
な
ど
の
小
物
に

つ
い
て
は
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
環
境
委
員
会
と
協
力
を

し
、
昨
年
の
東
京
国
体
の
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ブ
ー
ス
で

試
験
的
に
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
ま

し
た
。
利
益
は
環
境
事
業
へ
寄
付
な
ど
、
今
後

も
継
続
可
能
な
仕
組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
地
道
な
努
力
で
す
が
、
自
分

た
ち
で
無
理
な
く
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ

と
に
よ
り
、
徐
々
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
く

と
信
じ
て
い
ま
す
。（N

F Friends

）

JSAF 環境コンテスト2013

■環境委員会から
　環境委員会では今年も「残したいのはきれいな海」をスローガンに「環境
コンテスト２０１４」を実施します。夏のイベントシーズンに間に合うよう
今年は前回より開催を早め、４月から募集を開始する予定です。環境啓蒙の
イベント、アイデアなど、みなさまのご応募をお待ちしています。
　なお、今回の環境コンテストに関しては、環境委員会のスポンサーである
ヤンマー株式会社、ＪＦＥホールディングス株式会社の多大なご支援をいた
だきました。また、応募、ご協力いただいた皆様にこの場をお借りして深く
御礼申し上げます。

スピンを活用したバッグ類

NF Friends の皆さん

ダクロンセールを活用した帽子

昨年の国体 JSAF ブースで販売した風呂敷
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3-3　レーザー級の性能との比較
　470 級の実艇の曳航試験は海上で行ったため、残念ながらピッチ角や
艇体浮上量を測定することはできなかった。しかしながら、最近一人乗
りのディンギで、よりフラットな船型を持つレーザー級について詳細な
実験を行った結果 [2] が報告されているので、これと比較しながら検討
してみよう。
　レーザー級の水線長は 3.8m、艇体重量は 80kg であり、図 3-5 に船
体形状と、乗員重量ならびに乗艇位置による喫水の違いを示す。この報
告では実艇の約半分の大きさ（1/2.08）の模型を製作し、Fn = 0.8 ま
で曳航水槽試験を行い、重量による違いやトリムによる違いなど詳細な
計測を行っている。なお、ヒールによる違いは含まれていない。
　図 3-2 の図中に示す実線が、レーザー級の抵抗係数の変化を表す曲線
であり、破線で示すインターナショナル・セーリングカヌー級と、470
級の実測値とほぼ同様の結果となっている。

　図 3-6 の上図に速度と抵抗の関係、下図に速度に対する船体重心の沈
下量と動的なピッチ角の変化を示している。図 3-6 上図の抵抗値は (1)
式に示した抵抗係数 CT に濡れ面積 S（=2.96m2）を 0 乗じた形で示し
ている。このようにすると濡れ面積の変化を含めた比較ができるので、
直接優劣の判断ができる。図中では乗員の標準体重 80kg と± 10kg の
違いによる抵抗値の違いを示している。（なお、この内の標準体重 80kg
のデータを濡れ面積 S で除したものが図 3-2 内に示した実線である。）
当然軽い方が抵抗が小さくなっているが、いずれの場合も速度 6.5 ノッ
ト（約 3.3m/s、Fn=0.55）でピークを迎え、プレーニングに入ってい
ることがわかる。また、標準体重から±10kg の違いによって生ずる濡
れ面積の違いは約± 1.9% であるが、測定された全抵抗の違いは、低速
域でほぼ± 2.7%、高速域で± 6.2% となっている。これは乗員重量の
違いが、摩擦抵抗だけではなく造波抵抗にも影響することを意味してい
る。
　ところでこの結果を鵜呑みにすると、乗員重量を軽くすることによっ
て、特に高速域で抵抗が小さくなり有利になると考えられるが、本当に
そうであろうか？　ここでは、乗員が船のヒールをハイクアウトによっ
て起こす効果をまったく考慮していない。重い乗員は強風時にもヒール
を起こすことができるので、セールを有効に使うことができる。したがっ
て、体重が重いことによる抵抗増加のデメリットと、ヒールを起こして
セールを有効に使えるメリットなどを比較しなければ優劣をつけること
はできない。このような比較をするには、後述する速度予測プログラム

（VPP）を用いなければならない。
　一方、図 3-6 下図では右下がりの曲線が船体重心の沈下量を表してお
り、左側に水線長に対する割合のスケールが示されている。
　これによれば、速度 5 ノットで一旦 0.004（15mm）まで沈み込んだ後、
9 ノットで－ 0.008（－ 30mm）まで浮上することがわかる。また、右
上がりの曲線は船体の動的なトリム角の変化を表しており、右側に角度
のスケールが示されている。4ノット程度まではトリム角は0°であるが、
ここからバウが上がりはじめ、9 ノットでは 3°以上の傾きとなること
がわかる。プレーニングに入る目安となる 6.5 ノットでは、沈下量はほ
ぼ 0 にもどるとともに、トリム角は 2.3°となっている。
　図 3-5 の下 3 つの図は、標準体重（80kg）で乗艇位置を変えること
による（静的な）トリムの変化を示している。この報告では、このよう
なトリム変化の影響も明らかにしている。前節で述べた低速域でのバウ
トリム（バウ下げ）の（濡れ面積を減らすことによる）効果は、この艇
の場合では 1.3m/s（約 2.5 ノット）以下の速度でないと有利にならな
いことが示されている。これ以上の速度から、3.7m/s（約 7.2 ノット、
Fn=0.6）までの中速域では水平トリムの状態が有利であり、これ以上
のプレーニング状態になってようやくスターントリム（バウ上げ）が若
干有利という結果となっている。スターントリムはほとんどの速度領域
で最も悪く、特にプレーニングに入る目安となる 6.5 ノットでも、水平
トリムより抵抗が大きい。
　したがって、急いでプレーニングに入ろうと後へ移動してスターント
リムにすることは、かえって逆効果になる可能性がある。後へ移動する
とすれば、十分プレーニングに入ったことを確認してからの方がいい
であろう。（なお、ここでのトリム変化は、乗員の前後移動によって図
3-5 の下 3 つの図のように意図的に変えて、そのまま乗り続けることを
意味している。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（以下、次号）

図 3-6　レーザー級の抵抗曲線とプレーニン
グ時の沈下量と動的なピッチ角

図 3-5　レーザー級の船体形状と乗員重量
ならびに乗艇位置による喫水の違い

図 3-4　
470 級実艇の曳航試験時の船体姿勢

Fn ≒ 0.5（6.4 ノット） Fn ≒ 0.6（7.7 ノット）

Fn ≒ 0.8（10.2 ノット）

参考文献
[1] C. A. Marchaj: “Sailing Theory and Practice”, Dodd, Mead & Co. New York, 
1964.
[2] A.H. Day and E. Nixon: “Measurement And Prediction of The Resistance of 
A Laser Sailing Dinghy”, Trans RINA, Vol. 154, Part B1, International Journal of 
Small Craft Technology, Jan-Jun, 2012.

こうすれば速くなる（かも）！
470級の帆走性能を科学する❷
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３　直進抵抗（つづき）
3-2　高速時の性能
　前号の図 3 において、実艇で 3 ～ 4m/s（5.8 ～ 7.8 ノット）の範囲
で抵抗値が急激に大きくなっているが、それ以上の高速域では増加の割
合が鈍っているように見える。これをもっと明確にするために、抵抗係
数とフルード数の形で表したものを図 3-2 の●点と○点で示す。なお図
中の実線と破線は、各々後述のレーザー級とインターナショナル・セー
リングカヌー級のものである。
　抵抗係数 CT とフルード数 Fn は次のように定義される。

　ここで、Tは抵抗値[N]、ρは水の密度(=1000kg/m3)、Vは速度[m/s]、
S は濡れ面積 (=4.52m2)、ｇは重力加速度（=9.81m/s2）、L は水線長（= 
4.4m）である。（S と L の数値は 470 級の値）

　このような形で表すことを無次元化と呼んでおり、特にフルード数は、
船の大きさにかかわらず速度に対する抵抗変化の特徴を表す上で重要な
無次元数である。図 3-2 からわかるように、3 種類の艇ともに、Fn = 0.5
～ 0.6 の範囲をピークに抵抗係数が減少していることがわかる。これ以
上の高速域は半滑走領域と呼ばれ、艇体全体が動的な揚力で浮上する、
いわゆるプレーニング状態となる。（なお、抵抗係数が減少しても、抵
抗そのものは速度とともに増えていくことに注意）
　Marchaj は、有名な“Sailing Theory and Practice”[1] において、
インターナショナル・セーリングカヌー級の実船試験データから図 3-3
のような結果を示している。同艇は 470 級に比べると、全長は約 5 ｍ
と少し長いのに対し幅は 1 ｍと狭いが、ボトムはフラットである。図の

横軸は、英米の単位系であるフィートとノットで表した速長比（ v/√L ）で
表されている。これをフルード数 Fn に換算するには 3.36 で割ればよ
く、図中にいくつか Fn の値を示した。Marchaj の定義によれば、図
中の①を Fn ≒ 0.5 までのプレーニング前の領域（排水量型走行と呼ば
れる）、②を Fn ≒ 0.5 〜 0.95 のセミ・プレーニング領域、③を Fn ≒ 0.95
以上のプレーニング領域としている。破線、実線、一点鎖線はそれぞれ、
バウ、ミジップ、スターンの浮上高さを表している。②の Fn ≒ 0.5 ～
0.6 において、バウが浮上する一方、スターンが大きく沈み込んでいる
ことが分かる。この時が図 3-2 にも示す、抵抗係数が最大となる点であ
る。これ以上の高速になるとスターンも浮上して艇全体が浮上し、抵抗
係数も減少してくる。

　これと比較するために、470 級の曳航試験時の様子を図 3-4 に示す。
この場合も、Fn=0.5 から 0.6 にかけてかなりスターンが沈み込むとと
もにバウが持ち上がっていることがわかる。さらに Fn=0.8 になると、
スターンが持ち上がってきてフラットな状態となり、艇は水面上を滑走
するようになる。船首部分は水面上に出て、スプレーはかなり後から出
ていることがわかる。繰り返すが、図 3-2 にも示すように Fn=0.6 近く
のバウが持ち上がっている状態が、最も抵抗係数が高い。より高速で帆
走するためには、この状態を早く抜け出さなければならない。ただ、こ
のために乗員が前へ移動して無理やりバウを下げようとすることは、次
節で述べるように逆効果のようである。それよりも、何らかの方法でも
う少しセールをパワーアップするテクニックを身に着けるべきであろ
う。この抵抗係数のピークを乗り越えることができれば船は加速し、こ
れによって相対風速がより大きくなってさらなる加速が可能になり、完
全なプレーニング状態へと向かうことができる。

レポート／金沢工業大学　増山　豊

「どうすれば速く走れるか」はセーラーの永遠のテーマである。学術的な側面からそのテーマを探求したレポートを掲載する。
頭をクリアにして、お読みいただきたい。（編集部）

図 3-2　抵抗係数とフルード数で表した抵抗変化の様子

図 3-3　インターナショナル・セーリングカヌー級の実船試験データ [1]

こうすれば速くなる（かも）！
470級の帆走性能を科学する❷
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　2014 年 3 月 6 日～ 9 日にかけて、「ジャパンイン
ターナショナルボートショー 2014」が開催されます。
　会場はパシフィコ横浜（第1会場）と横浜ベイサイ
ドマリーナ（第 2 会場）に分かれており、第1会場は
屋内展示、第 2 会場は海上展示となっています。
　JSAF はこのボートショー第 1 会場に 2 カ所に分か
れて出展します。
　1 つはヨットコーナー内ブース。JSAF への問い合わ
せに応じ、新たなメンバー獲得のためにJSAF の活動
を紹介し、JSAFオリジナルグッズを販売するブース
です。
　もう 1 つは、JOC の協力を得て「オリンピックセー
リング競技応援プロジェクト」と銘打ち、五輪ムーブ
メントに追い風を送ろうというブースです。
　そこでは、49er 艇やジュニアセーラー向けの艇を
展示し、来場者にディンギーを身近に感じてもらいま
す。さらには、メダリストの協力を得て、銀メダルと銅

メダルを 展示。また、1964 年東京五輪の写真を展
示し、加えて最近の五輪艇種の競技の様子を映像で
流します。ステージではジュニアセーラーが参加する
五輪ヨット競技を題材にしたクイズも実施する予定
です。
　これらの企画はボートショーの主催者、日本マリン
事業協会との共同企画で行います。また、五輪を目指
す JSAF ナショナルチームへの資金カンパも会場で募
ります。是非ともボートショーに足を運び、ご協力をお
願いいたします。

■ ジャパンインターナショナルボートショー
2014 開催概要

名　　　　称：ジャパ ンインターナショナルボート     
                   ショー 2014
主　　　　催：一 般社団法人　日本マリン事業協会

　1 月 25 日、JSAF 新年会が日本スポーツマンク
ラブ（岸記念体育館）で開催されました。
　河野博文 JSAF 会長の開会の挨拶を皮切りに、ご
来賓の服部真二セイコーホールディング株式会社代
表取締役会長兼 CEO、稲葉正吉蒲郡市市長からご
挨拶をいただきました。
　服部さまからは同社の東京五輪からのスポーツ計
時の歴史、現在も続く 49er 級世界選手権の支援の
お話などをいただきました。また、大学ヨット部出
身の稲葉市長は「五輪・パラリンピックに向けたセー
リング強化には蒲郡市を活用してください！　市に
はセーラーに対する支援策があります」との力強い
PR がありました。
　その後、マッチレースの紹介、長崎がんばらんば
国体、紀の国わかやまリハーサル国体等の紹介につ
づき、エンディングにはスポンサー各社からご提供
いただいた商品が当たる抽選会が行われ、およそ 1
時間半の宴は大盛り上がりのうち散会となりまし
た。（写真／濱谷幸江）

会　　　　期：2014 年 3 月 6 日（木）～ 9 日（日）
                   4 日間
時  　　　間：10：00 ～ 17：00（※ 3 月 6 日は　
　　　　　　　 11：30 に一般開場）
会　　　　場：パシフィコ横浜（屋内展示）
　　　           横 浜ベイサイドマリーナ（フローティ
                   ング展示と陸上テント）
入  　場　　料：一 般 1,200円／高校生以上（ 中学生
                   以下無料、 2 会場共通）
併催イベント：横 浜中古艇フェア（パシフィコ横浜屋
                    内）、ボート免許更新講習会（パシフィ
                   コ横浜）
2会場の移動：パシフィコ横浜と横浜ベイサイドマリー
                   ナ間には無料シャトルバスとシャトル
                   ボート（有 料）が運航されています。
公  式 サイト：
http://www.marine-jbia.or.jp/boatshow2014/

JSAF新年会が行われました

ボートショー開催！JSAFも出展します

　前号で、JSAF の前事務局長の武村洋一さんの電子
書籍「古い旅券—ヨットに親しんで六十余年、あるオー
ルドソルティの追憶」を紹介したが、本書が紙の書籍と
しても発刊されるとになった。若いセーラーにとっては
体験のできないオールドソルティの滋味あふれる経験談
が満載の書である。

購入の際は、書店もし
くは直接出版元へご
注文ください。

価格／ 1200 円＋税
判型／ A ５判
頁数／本文１９０頁
発売／ 3 月 1 日
発行元／
株式会社エスアイピー
〒 105-0013　
港区浜松町 2 丁目 7 番 19 号　KDX 浜松町ビル 4 階
電話：03（6450）1463
ファクス：03（5776）5935

武村洋一著「古い旅券」
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第13 回ノルウェー 
フレンドシップヨットレース
大会概要
主催：社団法人  江の島ヨットクラブ
後援：駐日ノルウェー王国大使館、日本ノルウェー協会
　　　ほか
開催期日：4 月 13 日、19 日～ 20 日
開催場所：江の島ヨットハーバー 
大会日程：
■レース　　
●ディンギー部門
オープンクラス（ＯＰクラスを除く）       
　13 日　10 時　スタート予定
OP-Aクラス（中・上級対象）及びOP-Bクラス（初級対象）
　19 日　10 時　スタート予定
　20 日 　 9 時 30 分　スタート予定

●クルーザー部門（含むキールボート）
IRC クラス及びワンデザイン (4 艇以上で成立）　　
　19 日　11 時　スタート予定
　20 日 　 9 時　スタート予定
オープン（20 日のみの参加艇）
　20 日 　 9 時　スタート予定　

■ウェルカムパーティ（EYC ウェットカフェ） 　  　  
　19 日　17 時 30 分　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
■表彰式＆パーティ　　　　　　　　　　　　　   　 
　20 日　15 時　

問合せ先：大会事務局 / 社団法人 江の島ヨットクラブ
ｅ mail:eyc-mail@cityfujisawa.ne.jp 　
URL: http://www.enoshima-yc.jp/　

定期表彰式

■功労賞
〈伊藤 雅宣さん〉
日本ヨット協会では庶務委員長を務められ、日本ジュニ
アヨットクラブでは専務理事として永年ジュニア育成に
尽力されました。

〈小山 泰彦さん〉
東京都ヨット連盟・関東学生ヨット連盟で活躍され、
JSAF 理事においては指導者委員長・オリンピック招致
委員会にて尽力されました。

〈平久保 長蔵さん〉
青森県セーリング連盟の理事長・会長を歴任され、東北
ヨット協会の発足・発展に寄与さました。

〈水谷 益彦さん〉
JSAF 統合に理事として尽力され、その後は普及委員長と
してセーリングスポーツの普及に大いに貢献されました。
■功績賞

〈沖 尚武さん〉　
タイ・プーケットのキングスカップレガッタ、パールレー
スやノルウェーフレンドシップレースなど、国内外の外
洋レースを永年に亘り運営された功績は顕著です。

〈小野 一臣さん〉　
ヤマハ発動機にて 470 級等ディンギーの国内普及に努
められ、同時に各地にヨット教室を開設し、愛好者を増
やすことに貢献されました。また日本ジュニアヨットク
ラブでは常務理事としてジュニアの育成にも尽力されま
した。
■優秀指導者賞

〈竹之内 一昭さん〉
北海道において国体強化・ジュニア育成・指導・普及振
興に尽力されました。また、障害者が参加できる大会開
催などに尽力されました。

〈宮野 敏行さん〉
北海道においてジュニア育成・指導等、普及振興に尽力
されました。また、障害者が参加できる大会開催などに
尽力されました。

〈渡邊 健二さん〉
東京においてジュニア育成・国体強化など永年にわたり
セーリングの普及振興に尽力されました。
■栄光賞

〈高橋 祐一さん〉
トランスパックヨットレース 2013（特定外洋競技）
ディビジョン 7 にて優勝し、日本セーリング界の名誉
高揚に大きく貢献されました。
■優秀競技者賞

〈市川 航平さん〉
アジア・パシフィックスチューデントカップ（国際競
技大会）にて優勝されました。

〈北田 浩さん〉
トランスパックヨットレース 2013（特定外洋競技）
ディビジョン 7 にて 2 位を獲得されました。

〈平井 昭光さん〉
トランスパックヨットレース 2013（特定外洋競技）
ディビジョン 5 にて 2 位を獲得されました。

　2013 年のスポーツ界で著しい活躍をした選手・団体
に贈られる「第 63 回日本スポーツ賞」（読売新聞社制定）
において、山口県立光高等学校ヨット部が「競技団体別
最優秀賞」を受賞しました。 
　2013 年ユースセーリング世界選手権（男子 420 級
＝ 19 歳以下）で 4 位に入った小泉維吹・有岡翼チー
ムが所属する同校ヨット部の活躍に対して授与されたも
のです。

　小泉維吹選手は「東京オリンピックを目指して頑張
ります！」、そして有岡翼選手は「内村航平選手など、
とても有名な方々が受賞するような賞をもらえて、とて
も嬉しいです。再びこの賞がもらえるように、大学での競
技生活も頑張っていきます」と受賞の喜びを語りました。
　小泉選手は現在 2 年生。今年の ISAF ユースワール
ドやアジア大会を当面の目標にしています。
　有岡選手は 3 年生。関西学院大学への進学が決まっ
ています。

山口県立光高等学校ヨット部、日本スポーツ賞を受賞！
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国際

受講申込みFAX送付先

無線用免許講習会
JSAFメンバー

限定割引

舵社主催
KAZIマリンスクール

海上特殊無線技士講習会を
10％割引で受講できます

JSAF外洋安全委員会にお申し込み
後、KAZIマリンスクールより受付
確認の連絡を入れさせていただきま
す。その際にお支払方法をご指定く
ださい。各種クレジットカード、銀
行振込、現金書留でのお支払がご
利用いただけます。また、システム
KAZI会員の方はシステムKAZI自動
引き落としもご利用いただけます。

第3級海上特殊無線技士第2級海上特殊無線技士

（免許申請料、教科書代含む）
国際VHF、5Wまでの運用ができる資格です。1日6時間の講
習を受講し、修了試験に合格すると資格を取得できます。どな
たでも受講できます。

お申し込みには、JSAF会員限定の
専用申込書が必要です。専用申込
書はJSAFホームページからダウン
ロードするか、KAZIマリンスクール
までお電話でご請求ください。

お申し込みには、JSAF会員限定の
専用申込書に必要事項をご記入い
ただき、JSAF外洋安全委員会まで
FAXにてお申し込み下さい。

jsaf-anzen.jp/1-7-2.html
JSAF外洋安全委員会ホームページ

TEL 03-3434-0941
KAZIマリンスクール

FAX 045-544-5813

［受講料］ 

［お問い合わせ・申込用紙請求先］ 

JSAF外洋安全委員会
［受講申込みFAX送付先］ 

24,000円 21,600円
JSAF会員
限定価格 （税込）

（免許申請料、教科書代含む）
第2級は国際VHF25WまでとDSCの運用が出来る資格です。
軽減コースは第3級からのステップアップコースで、第3級海上
特殊無線技士資格を持つ人のみ受講可能です。1日7時間の講
習を受講し、終了試験に合格すると資格を取得できます。

［受講料］ 
29,000円 26,100円

JSAF会員
限定価格 （税込）

軽減
コース

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 2F 特大会議室
東京都文京区本郷1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.6.22（日）
AM9:00 – PM7:30

第28 回
東京
教室

[ 会場 ]   いずみさの関空マリーナセミナールーム
大阪府泉佐野市りんくう往来北6番地

（いずみさの関空マリーナ共催）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.7.6（日）
AM9:00 – PM7:30

第29 回
大阪
教室

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 2F 特大会議室
東京都文京区本郷1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.4.6（日）
AM9:00 – PM6:30

第41 回
東京
教室

[ 会場 ]   此花会館 302、303 号
大阪市此花区西九条 5-4-24
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.5.18（日）
AM9:00 – PM6:30

第42 回
大阪
教室

[ 会場 ]   ゼミナールプラザ第6会議室
名古屋市中区正木 3-7-15
[ 定員 ]    60名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.3.16（日）
AM9:00 – PM6:30

第40 回
名古屋

教室

FAX 045-544-5813JSAF外洋安全委員会

必ず
JSAFメンバー
専用申込書と
お伝え下さい。 お申し込みは、

ファックスで、
JSAFまで

専用申込書が必要です お支払はカード、
現金書留、
お振込等で

●最新の講習会日程については、KAZIホームページをご覧頂くか、
　KAZIマリンスクールまでお問い合わせください。 
●各回定員になり次第締切となります。 
●申込書をご送付いただいた場合でもお断りする場合があります。 
●受講料入金時をもって正式申込みとさせていただきます。 
●完全予約・定員締切制のため正式申込み後の日程変更
　および返金はできません。

20,700消費税改定前のため第40回名古屋教室は 円（税込）で受講できます
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国際VHF、5Wまでの運用ができる資格です。1日6時間の講
習を受講し、修了試験に合格すると資格を取得できます。どな
たでも受講できます。

お申し込みには、JSAF会員限定の
専用申込書が必要です。専用申込
書はJSAFホームページからダウン
ロードするか、KAZIマリンスクール
までお電話でご請求ください。

お申し込みには、JSAF会員限定の
専用申込書に必要事項をご記入い
ただき、JSAF外洋安全委員会まで
FAXにてお申し込み下さい。

jsaf-anzen.jp/1-7-2.html
JSAF外洋安全委員会ホームページ

TEL 03-3434-0941
KAZIマリンスクール

FAX 045-544-5813

［受講料］ 

［お問い合わせ・申込用紙請求先］ 

JSAF外洋安全委員会
［受講申込みFAX送付先］ 

24,000円 21,600円
JSAF会員
限定価格 （税込）

（免許申請料、教科書代含む）
第2級は国際VHF25WまでとDSCの運用が出来る資格です。
軽減コースは第3級からのステップアップコースで、第3級海上
特殊無線技士資格を持つ人のみ受講可能です。1日7時間の講
習を受講し、終了試験に合格すると資格を取得できます。

［受講料］ 
29,000円 26,100円

JSAF会員
限定価格 （税込）

軽減
コース

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 2F 特大会議室
東京都文京区本郷1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.6.22（日）
AM9:00 – PM7:30

第28 回
東京
教室

[ 会場 ]   いずみさの関空マリーナセミナールーム
大阪府泉佐野市りんくう往来北6番地

（いずみさの関空マリーナ共催）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.7.6（日）
AM9:00 – PM7:30

第29 回
大阪
教室

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 2F 特大会議室
東京都文京区本郷1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.4.6（日）
AM9:00 – PM6:30

第41 回
東京
教室

[ 会場 ]   此花会館 302、303 号
大阪市此花区西九条 5-4-24
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.5.18（日）
AM9:00 – PM6:30

第42 回
大阪
教室

[ 会場 ]   ゼミナールプラザ第6会議室
名古屋市中区正木 3-7-15
[ 定員 ]    60名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.3.16（日）
AM9:00 – PM6:30

第40 回
名古屋

教室

FAX 045-544-5813JSAF外洋安全委員会

必ず
JSAFメンバー
専用申込書と
お伝え下さい。 お申し込みは、

ファックスで、
JSAFまで

専用申込書が必要です お支払はカード、
現金書留、
お振込等で

●最新の講習会日程については、KAZIホームページをご覧頂くか、
　KAZIマリンスクールまでお問い合わせください。 
●各回定員になり次第締切となります。 
●申込書をご送付いただいた場合でもお断りする場合があります。 
●受講料入金時をもって正式申込みとさせていただきます。 
●完全予約・定員締切制のため正式申込み後の日程変更
　および返金はできません。

20,700消費税改定前のため第40回名古屋教室は 円（税込）で受講できます
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Me�age朗報が飛び込んできました。ISAFセーリングワール
ドカップ第3戦の米国マイアミ大会に参加していた
ウインドサーフィンRS:X級の富澤慎選手が3位に
入りました。過去、このワールドカップでメダルを獲
得した日本人選手は470級女子の近藤・田畑組以
外にはいません。もちろん男子として初めての快挙
です。一方、昨年末のオーストラリア・レーザー級オ
ープン選手権では、ラジアルクラスの土居愛美選
手、4.7クラスの安藤夏海選手がそれぞれ女子クラ

日本から2チームが参加した2014年メルジェス24クラス
世界選手権（オーストラリア・ジーロング）。写真の〈スリー
ボンド〉が総合10位、もう1チームの〈エスプリ〉が総合15
位及びコリンシアン4位となった   （写真／中嶋一茂）

リオデジャネイロ募金寄付・協賛社

環境キャンペーン・協賛社 外洋キャンペーン・協賛社

NO.105

スで優勝を果たしました。強風のかの国でのこの成
績は、大きな自信につながることでしょう。リオデジャ
ネイロに向けて大きな弾みになりそうです。今年はレ
ーザー4.7級ワールド、そしてスナイプ級マスターズ
ワールドが日本で開催されます。ロンドン五輪を終え
て早2年。リオまであと2年に迫り、ディンギー界は
少しずつギアを上げています。さらなる追い風を日本
人選手に送りたいと思います。

J-SAILING No.105　平成26年2月25日発行　通巻459号 　昭和42年12月25日第三種郵便物認可  
発行／公益財団法人日本セーリング連盟広報委員会　〒150-8050 東京都渋谷区神南1-1-1　
電話 03-3481-2357　ファクス 03-3481-0414　E-MAIL head@jsaf.or.jp
発行人／河野博文　編集人／柳澤康信　編集スタッフ／エディター・豊崎謙、フォトグラファー・中嶋一茂、デザイナー・加瀬倫有
定価／300円（JSAF会員は会費に購読料が含まれています）
www.jsaf.or.jp

平成25年度賛助会員

ハイ・ファースト産業（株）

東京夢の島マリーナ
スバル興業（株）

株式会社宅配

ＮＰＯ法人福岡セーリング協会

マリンサービス児嶋

（株）グロリアツアーズ

関西ヨットクラブ

ラジエ工業(株)

エース損害保険（株） 日本興和損害保険（株）

　　　　　　（柳澤康信／広報委員会委員長）
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